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町
人
が
暮
ら
し
て
い
た
「
外
町
」
は
、

土
崎
湊
か
ら
久
保
田
城
へ
通
じ
る
通
町

の
通
り
と
、
新
屋
、
牛
島
方
面
か
ら
城

下
に
通
じ
る
馬
口
労
町
通
り
と
の
間
に

あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
羽
州
街
道
を
旅
し
た
人
た
ち

は
、
土
崎
湊
か
ら
通
町
に
入
り
、
大
町

を
通
っ
て
馬
口
労
町
に
抜
け
る
ル
ー
ト

を
通
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
久
保
田

城
下
の
出
入
口
に
あ
た
る
通
町
と
馬
口

労
町
は
、
交
通
の
要
所
と
し
て
た
く
さ

ん
の
人
が
行
き
交
い
ま
し
た
。

通
町
の
町
割
り
は
、
大
町
と
並
ん
で

古
く
、
慶
長(

一
五
九
六
〜
一
六
一
四)

の
中
頃
に
成
立
し
ま
し
た
。
当
初
、

「
上
通
町
」「
中
通
町
」「
下
通
町
」
の
三

町
が
あ
り
ま
し
た
が
、
下
通
町
は
の
ち

に
中
通
町
に
含
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

通
町
は
、
寛
永
六
年(

一
六
二
九)

、

大
町
と
と
も
に
建
物
を
二
階
建
て
に
す

る
よ
う
秋
田
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
、
通
り

沿
い
は
き
れ
い
に
二
階
建
て
の
屋
敷
が

並
び
ま
し
た
。
そ
の
整
然
と
し
た
街
並

み
は
「
足
栗
毛
」(

上
の
写
真)

に
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。
お
城
へ
の
客
人
や
多

く
の
旅
人
が
通
る
こ
の
道
は
、
い
わ
ば

〃
秋
田
藩
の
顔
〃
。
他
藩
の
人
の
目
に

ふ
れ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
景
観

を
整
え
た
の
で
し
ょ
う
。

通
町
は
、
特
定
商
品
の
家
督(

独
占
販

売
権)

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
城
下

と
近
郊
の
農
村
を
結
ぶ
道
で
あ
っ
た
た

め
、
毎
日
、
朝
市
が
開
か
れ
て
い
ま
し

た
。
市
に
は
近
郊
の
農
村
や
土
崎
湊
か

ら
野
菜
、
薪
、
日
用
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
が
集
ま
り
、
た
い
て
い
の
も
の

は
こ
こ
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
近
郊
の
農
・
漁
民
に
と
っ
て
は
、

諸
産
物
を
金
銭
に
換
え
る
貴
重
な
場
で

も
あ
り
ま
し
た
。

文
久
四
年(

一
八
六
四)

に
は
、
上
通

町
、
中
通
町
、
こ
れ
に
続
く
大
工
町
の

三
町
が
朝
市
の
家
督
を
認
め
ら
れ
、
名

実
と
も
に
市
の
ま
ち
と
な
り
ま
し
た
。

通
町
の
反
対
側
、
外
町
の
南
に
位
置

す
る
馬
口
労
町
は
、
寛
永
六
年
（
一
六

二
九
）
に
寺
内
の
前
城
か
ら
移
さ
れ
た

町
で
す
。
外
町
に
移
る
前
に
馬
口
労
町

の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
場
所
の
近
く

に
は
、
今
も
移
住
を
表
す
石
碑(

左
上
の

写
真)

が
残
っ
て
い
ま
す
。

馬
口
労
町
に
は
、
寛
文
十
二
年(

一
六

七
二)

に
馬
宿
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
藩

の
伝て

ん

馬ま

役や
く

を
務
め
る
大
町
・
茶
町
が
公

用
の
運
搬
に
使
う
馬
や
人
夫
を
提
供
す

る
際
、
賃
銭
を
支
払
っ
て
馬
口
労
町
の

馬
を
使
用
し
た
ほ
か
、
街
道
の
通
行
人

に
も
人
馬
を
提
供
し
、
交
通
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
馬
口
労
町
で
は
毎
年
一
〜

久
保
田
の
ま
ち
の
玄
関

城
下
一
の
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

交
通
の
要
所

通
町
・
馬
口
労
町

市
が
立
つ
外
町
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

人
も
物
も
動
か
す

運
輸
の
拠
点

②
市い

ち

の
立
つ
ま
ち
〜
「
通と

お
り

町ま
ち

」「
馬ば

口く

労ろ
う

町ま
ち

」
編

●この建都400年企画は月１回掲載

「足栗毛」（県立博物館蔵）…大町一丁目から
通町遠景。通りに面した建物は２階建てに
統一され、整然とした景観を保っています

通町地区



八橋にある日吉
ひ え

八幡神社。江戸
時代、町人たちはここを外町の総
鎮守として、親しみをこめて「や
ばせの山王さん」と呼びました。
境内には、かつて外町の商人たち
が寄進した建造物があちらこちら
に見られます。
日吉
ひ え

八幡神社の祭礼は、春と秋
の年２回。昔は、八橋までの道が
今のように整備されていませんで
したので、外町の氏

うじ

子
こ

たちは簡単
にお参りできませんでした。そこ
で、秋の祭礼では、みこしや練り
山などが外町を練り歩き、氏子た
ちは自宅の前で商売繁盛などを祈
願しました。
また、昭和初期には、秋祭りの

際、通りに建てた櫓
やぐら

(下の写真)で
多彩な出し物が行われ、通りは豪
華な飾り人形や山車でにぎわいま
した。全県から人が集り、臨時列
車が出るほどだったとか…。
外町の誕生から400年近く経つ

今も、粋な〝町人〟たちが神事や
祭典を受け継いでいます。

三
回
、
馬
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ

リ
場
は
、
現
在
の
旭
南
小
学
校
北
側
の

あ
た
り
。
馬
の
売
買
や
あ
っ
せ
ん
を
す

る
馬
喰

ば
く
ろ
う

と
呼
ば
れ
る
人
々
が
他
藩
か
ら

も
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
数
百
頭
の
馬
が

い
た
と
い
う
記
録
も
見
ら
れ
ま
す
。
馬

口
労
町
の
町
名
は
、
こ
れ
に
由
来
す
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
旭
川
に
か
か
る
刈
穂
橋
の
一

帯
は
船
着
き
場
と
し
て
、
雄
物
川
を
通

っ
て
雄
和
や
仙
北
地
方
か
ら
も
人
や
物

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
運
輸
の

中
心
と
な
っ
た
こ
の
町
で
は
旅
籠

は

た

ご

が
繁

盛
し
、
三
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
数
件
の

旅
館
が
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
た
そ

う
で
す
。

馬
市
と
と
も
に
馬
口
労
町
を
象
徴
す

る
の
が
、
今
も
毎
年
八
月
十
二
日
に
開

か
れ
て
い
る
「
草
市
」
で
す
。
お
盆
の

飾
り
物
や
花
、
野
菜
な
ど
を
買
い
求
め

る
人
が
つ
め
か
け
、
昔
の
に
ぎ
わ
い
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
草
市
の

始
ま
り
は
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
今
も
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

市
の
に
ぎ
わ
い
と
と
も
に
繁
栄
し
た

通
町
と
馬
口
労
町
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
こ
の
町
が
城
下
の
人
や
物

を
動
か
し
ま
し
た
。

外町の総鎮守
「やばせの山王さん」

馬
口
労
町
地
区

馬口労町通りの草市…毎年８月12日に近郊の農家
がお盆に使う草花や野菜などを売ります。スーパ
ーマーケットがない時代は、お盆の準備はここで
済ませました。

茶町に建てられた櫓(大正14年)
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昭
和
七
年
に
造
ら
れ
た
馬
口
労
町
へ
の
移
住

を
示
す
石
碑
。
数
年
前
ま
で
人
目
に
つ
か
な

い
場
所
に
あ
っ
た
石
碑
を
、
馬
口
労
町
町
内

の
み
な
さ
ん
が
、
平
成
十
四
年
、
寺
内
後
城

の
道
路
沿
い
に
建
て
直
し
ま
し
た
。


